
取組内容の設定のねらい

第2期　奈良市まち・ひと・しごと創生総合戦略の政策の柱立て(案)

目的 基本目標 取組の方向性 取組内容(イメージ) 横断的視点

○結婚～出産の入口、出産後の受け皿、子

育て全般までを広く支える取組を設定

・結婚～出産期の支援（経済的支援、相

談、健診など）

・出産後の受け皿。待機児童や病児保育な

ど環境を整え、仕事との両立を支援する

・子育て中の家庭に対する支援と認知度の

向上

・男性の育児参加。意識改革。育休取得の

啓発など
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Ⅰ

人口減少や少子化

を抑制する

～未来を担う若者が夢を

持てるまちに～
〈KGIのイメージ〉

合計特殊出生率の向上

25～39歳の社会増減の改善

1 子育てしやすいまちをつくる

3
移住・定住に向けて転入を

促進する

2
就職をきっかけとした転出を

抑制する

Ⅱ

地域経済を活性化

する

～活気があふれるまちに～
〈KGIのイメージ〉

市内総生産の向上

4
誰もが働きやすいまちをつく

る

5 産業の稼ぐ力を高める

企業や研究機関等を誘致する
○企業側（供給）の生産や投資を促進す

る取組を設定

・外から持ってくる（企業誘致等、投資の促

進）

・中で新しく作る（起業家支援等）

・中にあるものの拡大・成長を図る（融資、

ICT化等）

魅力ある仕事づくりを支援する【再掲】

市内で希望の仕事を見つけてもらう
○就職時点の転出超過を緩和するため、仕

事を知る、作る、住み続ける、３段階での対

応策を設定

・仕事のマッチング支援（市内にある仕事を

知ってもらう）

・仕事を作る（起業家支援等）

・市外に就職しても市内に住み続けられる環

境づくり（サテライトオフィス・テレワークの推進

等）

魅力ある仕事づくりを支援する

職場から離れていても仕事ができる環境を整備する

○消費（需要）を押し上げる取組を設定

・外から来てもらう（需要の呼び込みや消費

単価の増加）

・内外に売り込む（市内産品の高付加価値

化や販路拡大）

・中で稼ぐ（住民の市内消費の拡大）

市内産品の高付加価値化や売り込みを強化する

市民の消費流出を防ぐ

保育環境を充実させる

子育て家庭への支援・相談体制を充実させる

男女共同の子育てを促進する

結婚から出産まで切れ目なく支援する

子育てや生活がしやすいまちとしてブランド化を図る
○子育て世代（30代）等のＵ・Ｉターンな

ど、選ばれるまちを目指し子育て・生活の内

容の充実、プロモーション等の取組を設定

・環境の充実（子育て、生活、教育）

・移住・定住の相談等のワンストップ化（市

内事業者等も巻き込む）

教育環境の更なる充実を図る

プロモーションから相談まで一貫して移住・定住を支援する

就労を促進し、働く人の裾野を広げる
○就業率を改善するため、雇用を促進し市

内の所得を増やす取組を設定

・働く人へのアプローチ（高齢者、障がい者、

女性、ひきこもりなど働く人の裾野を広げる）

・雇用側からのアプローチ（働き方の選択肢

を広げる）

・仕事のマッチング支援（市内にある仕事を

知ってもらう）

多様な働き方を創出する

市内で希望の仕事を見つけてもらう【再掲】

8

事業継続や経営拡大を支援する

6 消費拡大を促進する

コンテンツの魅力を磨き、観光消費額を上げる

効率的な行政運営をさらに

進める

公共施設等の規模適正化・長寿命化や民間活力を推進

する

○行政の経営資源の縮小が予想されるな

か、持続可能な行財政運営に向けた取組を

設定

・公共施設やインフラの長寿命化により、コス

トの削減

・行政サービスのさらなる効率的な運用の推

進

・税外収入（寄付金等）の確保など、行政

が稼ぐ仕組みづくりの推進

行政手続きの簡略化やデジタル化を促進する

税収以外にも幅広く収入を確保する

Ⅲ

持続可能な社会シ

ステムを再構築する

～どんなときでも、いつでも

安全・安心が続くまちに～
〈KGIのイメージ〉

市民の生活満足度の向上

7 くらしやすいまちをつくる

関係人口を増やす

○人口・社会構造の変化に対応し、持続可

能な社会を形成するために、住民目線で必

要な取組を設定

（総合戦略に関わる事業を幅広く拾えるポ

ケットの役割）

・奈良市のことを好きな人を増やし、活動のす

そ野を広げる（関係人口増、シビックプライド

の向上等）

・人口ビジョンで考察した人口減少・少子化

がもたらす社会的課題の解決（地域活動、

健康、まちづくり、住居、ライフライン）

住民のシビックプライドを高める

幅広い人たちが地域活動に関わるしくみをつくる

健康・生きがいづくりの取組を推進する

コンパクトなまちづくりを推進する

空き家、空き地の流通や活用を図る

交通・買物の代替サービス・方策を生み出す

【

ICT

（Society

5.0)

多世代の活躍

公民連携

(SDGs)

既存資源の

活用

関係人口
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